
□
□
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□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

○
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

旧
足
尾
銅
山
の
「
第
十
三

回
春
の
植
樹
デ
ー
」
に
参

加
し
て
。

四
月
二
十
七
日
（
日
）
、
日
光

市
足
尾
町
・
大
畑
沢
緑
の
砂
防
ゾ

ー
ン
で
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
足
尾
に
緑

を
育
て
る
会
」
が
主
催
す
る
春
の

植
樹
デ
ー
に
埼
玉
県
連
と
し
て
初

め
て
参
加
し
た
。

県
連
の
参
加
者
は
十
三
加
盟

団
体
か
ら
七
十
一
名
が
参
加
。
こ

の
春
の
植
樹
デ
ー
は
年
々
参
加
者

が
増
え
、
本
年
は
総
勢
千
五
五
〇

名
で
六
〇
〇
〇
本
の
苗
木
を
植
樹

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

当
日
は
前
日
の
雨
は
上
が
り
、

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
大
型
バ
ス
で
他

の
三
ブ
ロ
ッ
ク
は
乗
用
車
・
列
車

で
開
会
式
会
場
に
集
合
し
た
。
会

場
は
旧
足
尾
製
錬
所
を
通
り
過
ぎ

渡
良
瀬
川
上
流
の
足
尾
ダ
ム
の
近

く
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
見
え
る

山
々
は
全
て
「
は
げ
山
」
で
想
像

を
絶
す
る
風
景
だ
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
者
挨
拶
の
後
、
お

馴
染
み
で
あ
る
栃
木
県
出
身
の
立

松
和
平
さ
ん
が
い
つ
も
の
ニ
コ
ニ

コ
顔
で
来
賓
挨
拶
。
植
え
方
の
説

明
後
い
よ
い
よ
植
樹
場
所
へ
移
動
。

我
々
は
埼
玉
労
山
の
旗
を
先
頭
に

し
て
八
三
〇
段
の
最
上
部
を
め
ざ

し
た
。

階
段
下
で
苗
木
が
三
～
四
本
入

っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
ぶ
ら
さ
げ
て

登
る
。
急
斜
面
で
フ
ー
フ
ー
と
数

え
な
が
ら
登
り
四
〇
〇
段
で
休
憩
。

日
頃
、
登
山
で
鍛
え
て
い
る
も
の

の
結
構
き
つ
い
。
眼
下
は
渡
良
瀬

川
沿
い
の
旧
足
尾
製
錬
所
の
残
骸

や
旧
社
宅
が
一
望
で
き
る
が
何
と

も
い
え
な
い
異
様
な
光
景
だ
。
最

上
部
は
既
に
植
付
け
完
了
し
て
お

り
、
我
々
労
山
仲
間
は
そ
の
直
下

で
（
標
高
約
一
〇
〇
〇
ｍ
）
慣
れ

な
い
手
つ
き
で
あ
る
が
根
付
い
て

枯
れ
な
い
よ
う
に
心
を
込
め
て
一

本
一
本
植
え
る
。
最
上
部
か
ら
は

松
木
沢
や
残
雪
の
袈
裟
丸
山
が
眺

望
出
来
た
。

下
山
後
会
場
で
地
元
が
用
意

し
て
く
れ
た
美
味
し
い
豚
汁
を

頂
き
な
が
ら
昼
食
を
し
た
後
、
足

尾
ダ
ム
下
の
「
足
尾
環
境
学
習
セ

ン
タ
ー
」
を
視
察
し
た
。
武
笠
理

事
長
か
ら
来
年
も
こ
の
植
樹
デ
ー

に
県
連
と
し
て
参
加
す
る
決
意
表

明
が
あ
っ
た
後
、
足
尾
の
歴
史
と

自
然
を
紹
介
す
る
シ
ア
タ
ー
を
視

聴
し
セ
ン
タ
ー
館
前
で
参
加
者
全

員
の
集
合
写
真
を
撮
り
、
来
年
の

当
地
で
の
植
樹
活
動
参
加
を
誓
っ

て
解
散
し
た
。

な
お
、
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
帰
路
、

龍
蔵
寺
に
立
ち
寄
り
最
後
に
「
足

尾
歴
史
館
」
と
歴
史
探
訪
し
た
。

＊
日
頃
、
「
山
」
か
ら
活
力
・
英

気
を
享
受
し
て
い
る
恩
返
し
と
し

て
「
山
を
緑
に
」
！
！

＊
植
え
た
苗
木
が
元
気
か
な
！

足
尾
に
来
年
も
行
き
ま
し
ょ
う
！

自
然
保
護
担
当
理
事

杉
江

勲

県
連
理
事
会
報
告

第
１
回
理
事
会
が
四
月
二
十
三
日
、

（
水
）
県
連
事
務
所
で
行
な
わ
れ

た
。
参
加
者
十
四
名
。
日
進
山
岳

会
も
２
名
参
加
。

経
過
報
告
・
計
画
予
定

【
事
務
局
】
峠
山
の
会
・
埜
歩
歩

富
士
見
山
の
会
会
長
交
代
。
大
澤

前
理
事
長
、
全
国
理
事
と
し
て
承

諾
・
推
薦
。

【HP

】
会
の
Ｈ
Ｐ
の
充
実
、
県
連

Ｈ
Ｐ
の
開
設
を
目
的
に
講
習
会
を

開
催
予
定
。
各
会
へ
講
師
依
頼
。

【
女
性
】
女
性
委
員
会
主
催
交
流

ハ
イ
ク
を
予
定
。
千
葉
県
連
と
も

交
流
（
五
月
十
八
日
）

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】
秋
に
心
拍
実
験

登
山
を
計
画
。

【
自
然
保
護
】春
の
植
樹
デ
ー（
足

尾
）
協
賛
金
を
計
上
。
（
四
月
二

十
七
日
）

【
救
助
隊
】四
月
二
十
一
日
総
会
。

隊
長
に
徳
重
副
理
事
長
就
任

【
登
山
学
校
】
四
月
十
四
日
準
備

会
。
五
月
十
七
日
開
校
式
。

【
登
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
】会
計
報
告
。

独
立
採
算
制
。

協
議
事
項

◆
登
山
学
校
・
参
加
予
定
８
名
。

更
に
生
徒
募
集
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
山
用
品
店
に
置
く
。

◆

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク

六
月
一
日

西
部
：
西
吾
野
周
辺
。

南
部
：
芦
ヶ
久
保
～
丸
山
。

中
部
：
大
高
取
山
。

北
部
：
鐘
撞
堂
山

第
１
回
評
議
会

六
月
二
十
二
日

さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や
。

開
催
十
三
時
。
栃
木
県
連
・
野
木

山
想
会
と
経
験
交
流
集
会
を
予
定
。

◆
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担
当
者

会
議

六
月
二
十
二
日
。
さ
い
た

ま
市
民
会
館
お
お
み
や
。
開
催
十

時
。
次
回
の
会
議
で
Ｇ
Ｗ
の
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
な
ど
最
新
の
報
告
を
行

う
。第

四
十
一
期
役
員
紹
介

理
事
長
‐
武
笠
真
次(

登
山
学
校)

わ
ら
び
山
の
会

理
事
長
就
任
後
埼
玉
労
山
フ
ェ
ス

タ
成
功
と
四
十
一
期
総
会
を
無
事

迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と

を
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
記

念
誌
発
行
ま
で
あ
と
数
月
と
な
り

ま
し
た
が
記
念
誌『
各
会
の
紹
介
』

へ
原
稿
の
ご
協
力
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
六
月
に
は
記
念
誌
発

行
を
目
標
に
只
今
、
記
念
誌
員
会

メ
ン
バ
ー
一
同
奮
起
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
は
二
年
目
で
す
。
全
県

会
員
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
仲
間
同
士
の
助
け
合
い

で
「
明
る
く
楽
し
く
安
全
に
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
活
動
方
針
で
も
あ
る

安
全
登
山
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

副
理
事
長
‐
徳
重
博
文

（
登
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
救
助
隊
長
）

大
宮
勤
労
者
山
岳
会

副
理
事
長
‐
矢
崎
辰
雄
（
組
織
）

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
上
里

体
力
・
技
術
・
経
験
・
好
み
に
見

合
っ
た
多
様
な
山
行
を
、
会
員
の

自
主
性
・
自
発
性
を
引
き
出
し
企

画
で
き
る
ク
ラ
ブ
を
増
や
し
た
い

副
理
事
長
‐
佐
藤
久
子

(

登
山
学
校
・
ハ
イ
キ
ン
グ)

三
郷
山
の
会

明
る
く
・
楽
し
く
・
安
全
に
！
五

十
周
年
め
ざ
し
て
ス
タ
ー
ト
で
す
。

山
も
現
役
で
い
た
い
で
す
が
体
と

勝
負
。
頑
張
り
ま
す
。

事
務
局
長
‐
木
阪
康
弘
（
Ｈ
・
Ｐ
）

ハ
イ
ジ
ア
ル
ペ
ン
ク
ラ
ブ

「
県
連
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」
以
前

の
私
は
こ
ん
な
感
じ
で
し
た
。
６

０
０
人
の
仲
間
に
と
っ
て
、
も
っ

と
身
近
な
県
連
に
な
る
よ
う
、
努

力
し
ま
す
！

理
事
‐
青
木

正
（
機
関
紙
）

埜
歩
歩
富
士
見
山
の
会

県
連
拡
大
と
友
好
を
軸
に
「
身
近

で
楽
し
い
機
関
紙
」
へ
と
内
容
充

実
を
図
り
ま
す
。

理
事
‐
尾
手
利
雪

（
岩
ネ
ッ
ト
・
救
助
隊
））

三
郷
山
の
会

理
事
‐
木
村
哲
也

（
海
外
・
山
ス
キ
ー
）

熊
谷
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
人

今
年
は
交
流
会
等
少
し
で
も
前
進

し
た
取
り
組
み
が
出
来
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意

見
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
。 

理
事
‐
後
藤
尚
子
（
事
務
局
） 

大
宮
勤
労
者
山
岳
会 

理
事
‐
澤
藤
俊
昭 

(

ハ
イ
キ
ン
グ
・
自
然
保
護) 

あ
す
な
ろ
山
岳
会 

理
事
‐
杉
江 

勲
（
自
然
保
護
） 

新
座
山
の
会 

「
や
れ
る
こ
と
か
ら
気
軽
に
！
長

続
き
で
き
る
こ
と
を
！ 

県
連
も

各
加
盟
団
体
も
実
行
し
ま
し
ょ

う
！
！
労
山
自
然
保
護
憲
章
の
具

体
的
な
活
動
（
植
樹
・
自
然
観
察

会
な
ど
）
を
！
！
！
」 

理
事
‐
高
橋
利
男
（
組
織
） 

富
士
見
市
峠
山
の
会 

※
二
面
下
へ 

埼玉労山  
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足
尾
の
山
に
緑
を
！ 

埼
玉
県
連
七
十
一
名
爽
や
か
に
植
樹
体
験 



    

救
助
隊
総
会
報
告 

四
月
七
日
（
月
）
十
九
時
～
埼
玉

県
労
働
会
館(

浦
和)

で
〇
八
年
度

埼
玉
労
山
救
助
隊
総
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。 

二
〇
〇
七
年
度
活
動
報
告 

〇
七
年
度
の
目
標
を
「
実
働
部

隊
の
組
織
レ
ス
キ
ュ
ー
技
術
向
上

を
計
り
、
併
せ
て
隊
員
個
々
の
技

術
向
上
を
充
実
さ
せ
、
緊
急
出
動

体
制
」
を
確
実
な
も
の
に
す
る
。 

「
新
し
い
救
助
技
術･

装
備
・
器
具

の
円
滑
な
る
装
着
・
活
用
技
術
の

習
得
す
る
た
め
、
定
期
的
に
学
習

と
訓
練
を
続
け
る
。
救
助
活
動
の

任
務
別
救
助
体
制
を
よ
り
確
実
に

す
る
」
た
め
各
訓
練
に
取
り
入
れ

る
。 

 

「
各
会
へ
の
事
故
対
策
啓
蒙
、

救
助
隊
へ
は
各
隊
員
の
意
志
の
疏

通
、
救
助
組
織
力
の
充
実
や
隊
員

個
人
の
基
本
技
術
の
底
上
げ
、
そ

れ
ぞ
れ
役
割
分
担
時
で
の
専
門
ノ

ウ
ハ
ウ
の
習
得
等
、
訓
練
参
加
メ

ン
バ
ー
全
員
の
出
動
が
可
能
な
組

織
作
り
」
に
お
い
て
活
動
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
「
ひ
と
県
単
位

で
は
十
分
な
組
織
能
力
を
持
つ
ま

で
に
は
な
か
な
か
至
ら
な
い
と
い

う
現
実
か
ら
、
同
様
の
事
情
を
持

つ
近
県
組
織
と
の
連
携
は
今
後
不

可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
事
か

ら
、
今
後
も
積
極
的
に
捜
索
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
の
機
会
を
、
各

県
合
同
と
い
う
形
」
で
行
い
ま
し

た
。 

救
助
隊
組
織
の
出
動
そ
の
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
救
助
隊

の
役
割
と
し
て
、
遭
難
防
止
対
策

も
今
後
の
重
要
な
軸
に
し
て
行
か

な
く
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。 

 
救
助
隊
訓
練
は
、
捜
索
の
想
定

を
軸
に
梱
包
、
搬
出
技
術
、
状
況

に
適
し
た
搬
出
方
法
、
ま
た
は
捜

索
の
組
織
形
態
の
確
認
な
ど
、
現

在
の
埼
玉
労
山
救
助
隊
が
持
つ
能

力
の
確
認
と
、
関
東
他
県
（
神
奈

川
、
千
葉
、
東
京
）
と
の
交
流
訓

練
を
推
し
進
め
る
等
救
助
隊
の
技

術
交
換
の
場
を
作
り
ま
し
た
。 

隊
員
三
十
九
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、

訓
練
五
回
、
机
上
学
習
会
４
回
、

隊
員
親
睦
山
行
一
回
を
実
施
し
た
。 

入
隊
一
名
、
退
隊
二
名
、
年
度
末

総
員
三
十
八
名
に
な
り
ま
し
た
。 

隊
員
の
高
齢
化
を
考
え
る
と
、
来

期
も
継
続
し
て
若
手
隊
員
の
募
集

を
各
会
に
お
願
を
続
け
ま
す
。 

二
〇
〇
八
年
度
活
動
方
針 

 

実
働
部
隊
の
組
織
レ
ス
キ
ュ

ー
技
術
向
上
を
計
り
、
併
せ
て
隊

員
個
々
の
技
術
向
上
を
充
実
さ
せ
、

緊
急
出
動
体
制
を
確
実
な
も
の
に

す
る
。 

新
し
い
救
助
技
術･

装
備
・
器
具
の

円
滑
な
る
装
着
・
活
用
技
術
の
習

得
す
る
た
め
、
定
期
的
に
学
習
と

訓
練
を
続
け
る
。
救
助
活
動
の
任

務
別
救
助
体
制
を
よ
り
確
実
に
す

る
た
め
各
訓
練
に
取
り
入
れ
る
。 

 

各
会
へ
の
事
故
防
止
対
策
啓
蒙
、

救
助
隊
へ
は
各
隊
員
の
意
志
の
疏

通
、
救
助
組
織
力
の
充
実
や
隊
員

個
人
の
基
本
技
術
の
底
上
げ
、
そ

れ
ぞ
れ
役
割
分
担
時
で
の
専
門
ノ

ウ
ハ
ウ
の
習
得
等
、
訓
練
参
加
メ

ン
バ
ー
全
員
の
出
動
が
可
能
な
組

織
作
り
を
目
標
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
ひ
と
県
単
位
で
は

十
分
な
組
織
能
力
を
持
つ
ま
で
に

は
な
か
な
か
至
ら
な
い
と
い
う
現

実
か
ら
、
同
様
の
事
情
を
持
つ
近

県
組
織
と
の
連
携
は
今
後
不
可
欠

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
事
か
ら
、

今
後
も
積
極
的
に
捜
索
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
等
の
機
会
を
、
各
県
合

同
と
い
う
形
で
継
続
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

主
な
活
動
及
び
訓
練
内
容 

�
 

岩
場
（
含
む
沢
）
で
の
搬
出

訓
練 

�
 

雪
山
で
の
捜
索
と
搬
出 

�
 

机
上
学
習
会 

�
 

近
県
救
助
隊
と
の
技
術
交
流 

�
 

捜
索
か
ら
救
出
・
搬
出
・
後

方
班
の
総
合
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン 

�
 

登
山
学
校
へ
の
技
術
・
学
習

の
協
力
と
講
師
派
遣 

�
 

加
盟
各
会
へ
の
セ
ル
フ
レ
ス

キ
ュ
ー
技
術
の
啓
蒙
・
講
師

派
遣 

�
 

全
国
救
助
隊･

関
東
ブ
ロ
ッ

ク
交
流
会
に
参
加 

�
 

救
助
隊
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ス
・

若
手
ク
ラ
ス
育
成
訓
練 

�
 

捜
索
現
地
に
お
け
る
伝
達
手

段
の
無
線
資
格
習
得 
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※
一
面
に
続
く 

理
事
‐
長
谷
川
貞
子 

(

女
性
委
・
登
山
学
校) 

所
沢
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ 

理
事
三
年
目
。
活
動
を
通
し
、
た

く
さ
ん
の
仲
間
と
知
り
合
う
こ
と

が
で
き
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

今
年
も
女
性
委
員
を
担
当
し
ま
す
。 

理
事
‐
廣
岡
美
恵
子 

（
財
政
・
女
性
委
） 

山
遊
会
ビ
ス
タ
ー
リ 

県
連
理
事
に
な
っ
て
財
政
担
当
。

訳
も
わ
か
ら
ず
金
庫
番(

お
金
の

出
し
入
れ)

を
し
て
い
る
内
な
ん

と
な
く
流
れ
が
見
え
て
き
た
一
年

で
す
。
会
員
へ
の
報
告
、
理
解
、

協
力
を
得
て
少
し
で
も
県
連
に
か

か
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

理
事
‐
若
木
由
和 

（
救
助
隊
・
登
山
学
校
） 

上
福
岡
山
な
み
ハ
イ
キ
ン
グ
Ｃ 

監
事
‐
上
田
光
子 

川
越
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

監
事
‐
千
葉
鉄
男 

深
谷
こ
ま
く
さ
山
の
会 

編
集
後
記 

四
月
五
日
に
太
田
金
山
へ
七
人
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。
（
埜
３
・
新

座
２
・
あ
す
な
ろ
１
・
三
郷
・
１
）

桜
満
開
の
下
で
山
の
歌
や
、
沢
山

の
肴
や
酒
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

五
月
三
日
は
鳳
凰
・
南
御
室
小
屋

で
は
、
埜
・
所
・
大
宮
・
ハ
イ
ジ

の
四
ク
ラ
ブ
が
偶
然
集
ま
り
ま
し

た
。
残
雪
の
鳳
凰
・
白
峰
・
富
士

が
見
事
で
し
た
よ
。
一
三
五
号
締

め
切
り
六
月
五
日
、
印
刷
九
日
で

す
。
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
も
み
ん
な

で
集
ま
り
ま
し
ょ
う
！  

（
ア
） 
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南部ブロック   尾手利雪 (三郷山の会)  県連理事 

西部ブロック   小野仁子（上福岡やまなみＨＣ） 
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♪みんなの歌 ♫       夏の思い出 歌詞 江間 章子 作詞 

(1) 夏が来れば 思い出す 遥かな尾瀬 遠い空 

   霧の中に 浮かび来る 優しい影 野の小道 

   水芭蕉の花が 咲いている  

夢見て咲いている 水のほとり 

   石楠花(ｼｬｸﾅｹﾞ)色に 黄昏(ﾀｿｶﾞﾚ)る 

   遥かな尾瀬 遠い空 
 

(2) 夏が来れば 思い出す 遥かな尾瀬 野の旅よ 

   花の中に そよそよと ゆれゆれる 浮き島よ 

   水芭蕉の花が 匂っている 

   夢見て匂っている 水のほとり 

   まなこつぶれば なつかしい 

   遥かな尾瀬 遠い空 


